
漢詩カルタについて 

 

漢詩カルタとは 

 

百人一首の和歌を漢詩にかえたのが「漢詩かるた」です。唐、宋時代の五言絶句と七言絶句、合わせて 60 首

の漢詩を使います。※実際のゲームでは６０首のうち３０首が読まれます。 

 

 

 ルール 

①６～８人を 1 組として、数組に分かれて競技を行います。 

 

②「百人一首」のかるた取りと同様で、上句から下句までを読み上げます。取札には下句（絶句の後半の 2

行）の白文（漢字のみが書かれたもの）、書き下し文が書かれています。読み上げは中国語（白文）、日本語

（書き下し文）の順で１５首、その後で日本語（書き下し文）、中国語（白文）の順で１５首読みます。 

 

③読み手が詩を読み始めたら、机の上に並べられたかるたの中からその詩の取札（下句）をさがして取りま

す。全てを読み終わらなくても、下句がわかったところで、取札を取ることができます。ただし、読み手は

日本語と中国語で最後まで読みます。ゲーム終了時の取札獲得枚数を競います。 

 （認定 NPO 法人 東京都日本中国友好協会より 一部修正加筆） 

 

 

次のページから始まる漢詩をカルタで使用します。６０首の詩のうち３０首が読

まれます。赤枠に囲まれた部分が取札に書かれている下句です。 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 


